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これらは上社の 18 地区それぞれから選出されるものである4。ただし、表 1 にも示されている
ように、地区ごとに選出される大総代の人数は異なる。どの地区からも必ず１名は選出される












                                                     
3 下社では下諏訪、岡谷、上諏訪の間で三地区連絡協議会を置き、諏訪大社大総代会が御柱祭の催行を仕切
る形になる。 
4 下社の大総代の人数は 38 名と、上社より多くなっている。 













行うのである。平成 28 年度の御柱祭では、平成 22 年度の問題点を反省し、メドの長さを 6 メー
表１：上社大総代の地区別・ブロック別人数 
ブロック 地区 責任大総代選出地区 地区別人数 ブロック別人数 
1 
中洲 〇 3 
5 
湖南 〇 2 
2 
豊田  2 
4 
四賀  2 
3 
ちの 〇 3 
6 
宮川 〇 3 
4 
玉川 〇 2 
3 
豊平  1 
5 
米沢  1 
3 湖東  1 
北山  1 
6 
原 〇 3 
4 
泉野  1 
7 
富士見 〇 1 
2 
金澤  1 
8 
境  1 
4 本郷  2 
落合  1 
  7 地区 31 名 31 名 
 























総代（4 名）、事務局（3 名）、代表頭郷総代（11 名）、総斧長（1 名）の計 22 名が配置される。
本部役員の 22 名は地区を代表する者たちであるが、三地区のうちの一地区は当番地区として、
すべての役職においてとりまとめを行う。平成 28 年度は米沢が当番地区であり、大総代の代
                                                     
5 メドを長くすると多くの人が柱に組みつくことが可能になり、見栄えも立派になるが、その分、事故を起
こす危険性も増す。平成 22 年度の御柱祭でもメドの長さは決められていたが、それにもかかわらず徹底さ






8 平成 22 年度の下社秋宮の建御柱で、柱を支えていたワイヤーが切れたことでバランスを崩し、命綱をか
けていなかった氏子が落下事故で死亡した。 






















役に加え、11 名（湖東と北山は 3 名ずつ、米沢は 5 名）の代表頭郷総代がいる13。各区から出




とになった14。しかし、平成 16 年度は御柱祭の直前の 12 月に頭郷総代は任命されたことから
                                                     
9 当番地区は、平成 16 年度は湖東、平成 22 年度は北山であった。次回は湖東が当番となる。 
10 補論で触れるが、中州・湖南ブロックの相談役には現職の市議会議員が就く。 
11 米沢は地区の方針で副大総代はいつでも 2 名選任し、片方は会計を担当している。 
12 他にも、豊平地区には副大総代がいるが、中洲、湖南、富士見などは置いていない。 
13 代表頭郷総代の定員は本部で決めているわけではなく、数の違いはそれぞれの地区のとりきめによる。 
14 北山では平成 16 年度は結局、頭郷総代は出さなかったが、平成 22 年度からは必ず出すよう申し送りをし
た。 



























                                                     




































中・下地域から各々2 名ずつと、それに見習いの 3 名を含め、計 9 名が斧方として木作りを担




















下の組織内容として整理したものが図 2 である。 
 
 
図２：平成 28 年度米沢・湖東・北山ブロックの御柱祭組織図［筆者作成］ 
                                                     
21 下地域に関しては、斧方は必ず中村から 2 名出すことが慣例となっており、山口と上菅沢からは選出し


























































































































あり、副大総代の任期 3 年のあとに大総代を 3 年務めることが慣例になっている。湖東では 6
年ごとの御柱祭開催とその準備期間を考慮して任期が定められており、大総代職の 3 年目に御











(3) 大総代 TK 氏の事例 
以下に、平成 28 年度の御柱祭で大総代を務めた TK 氏を取り上げ、その経歴と経験から大総
代の地域や祭りにおける役割について見ていく。事例は、①地域における経歴（地域との関わ
り方や立場）、②御柱祭における経歴（これまでの御柱祭との関わり方、役割、経験）、③役割
決定の経緯、④平成 28 年度御柱祭での実際の役割、向き合い方、という 4 つの観点から考察
し、御柱祭がどのような人々によってまとめ上げられていくのか見ていく。 
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②御柱祭における経歴：これまでの御柱祭との関わり方 
御柱祭には、子どもの頃から曳き子として参加していたが、本格的に現場作業に携わったの
は 20 歳の時からである25。以来、全部で 9 回、様々な立場で御柱祭に関わってきた。昭和 43 年
度と 49 年度（20 歳と 26 歳）は梃子係として先輩の指示に従い、曳行を支えた。昭和 55 年度


















建てた。平成 16 年度（56 歳）は副大総代として、御柱祭に臨んだ。その時の大総代は、地区

















ことになっているが、KT 氏は副大総代（平成 14～16 年）と大総代（平成 17～19 年）を経験済
であり、その条件をすでにクリアしていた。結果、湖東では大総代を 2 回務めることは極めて
異例なことであるが、平成 28 年度（68 歳）の御柱祭は湖東地区大総代として本番を迎えた27。 
 
④大総代の御柱祭での役割、KT 氏の向き合い方 











                                                     
26 平成 16 年度はまだ頭郷総代は実質的に機能しておらず、現場の統率は大総代を中心とする三役に任され
ていた。 
27 一度目の大総代の時は、御柱年をはさまない 3 年間が任期であったため、御柱年大総代としては平成 28
年度がはじめてである。 













































写真 4：山出しを終えて挨拶する、米沢・湖東・北山の大総代たち（一番左が KT 氏） 
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に見ていく。 
 
(2) 事務局 SM 氏の事例 




割と祭りとの関係、の 4 つの観点から考察する。 
 














SM 氏の場合、大学時代は地元におらず、成人後の最初の御柱祭である平成 4 年度（23 歳）
は、単なる「曳き子」としての参加であった。何年も前から準備を行う御柱祭において、大学
卒業後の翌年に本番を迎える御柱祭で、責任のある担当を任されることは無理な話であった。
しかし平成 10 年度（29 歳）は針孔梃子係に就き、メド作りからその扱いまで、全般的に関わっ
たが、この年は兄が木落としでメドに乗ることが決まっていたため、兄の足掛け綱（メドに乗
る際に足場となる綱の調整）も担当した。平成 16 年度（35 歳）もまた中村区枠選出で針孔梃
子係になったが、この年は川越しでメドに乗る大役を任された。しかし平成 22 年度（41 歳）
には御柱祭の表舞台から引き、後方支援に回ることになった。SM 氏は平成 5 年から 10 年間所
属していた消防団をすでに引退していたが、改めて消防部長に選挙で選ばれたため、御柱祭の




























― 19 ― 
選ばれたのが SM 氏であった。SM 氏曰く「事務局、（地区氏子会）本部長、御柱の祭典本部（の
人）が（全く）いなくなっちゃうとどうなっているというのがわからないので、（今の周期で）
3 年ごとに代えていくと（いうことになった）。（祭りは）6 年に 1 回ですので、6 年サイクルで
回るので、3 年をずらしておかないと、肝心な時（祭り本番時期）に事務局が代わってしまう」。
したがって、SM 氏が任期を 4 年目まで延長すると、次の所長が 3 年の任期であれば、御柱の
時期にかからずに任期を終え、さらに次の所長が御柱の時期に交替なく集中することができる
ことになる。つまり「（SM 氏が）平成 28 年まで担当し、29 年～31 年に新所長が就くと、（次の




は、SM 氏のように、従来の「3 年任期」を延長させる特別措置がとられたのである30。 
 




                                                     
30 「退職所長」の時代から、コミュニティセンター所長の任期は原則 3 年であるが、新旧所長の交替日は必
ず御柱年の 4 月 1 日であった。つまり、4 月第一週の週末から始まる山出しを目前に所長が代わり、事務局が





写真 7：ビデオ片手に記録を取る事務局 SM 氏（一番右） 
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31 須栗平には区の重職として、区長 2 名（行政区長と会計区長）の他に氏子総代が 4 名存在する。区長職
が明けた 2 名は「古役（中氏子）」になり、その翌年「氏子総代（大氏子）」の任務をこなすが、大氏子 2 名
の内の 1 名が、頭郷総代になる 
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部の役員になる者を決めなければならない。湖東の場合、上地域、中地域、下地域は各区選出
の頭郷総代の中からそれぞれ 1 名ずつを代表頭郷総代とし、それらの人々を 2 のレベルの組織
であるブロックの本部に送り込む。そして、既に説明したように、正副大総代と事務局、代表
頭郷総代、総斧長を構成員とした代表頭郷総代会が本部に作られるのである（図 2 を再び参照








(1) 頭郷総代 HT 氏の事例（60 代後半、会社員、男性）：平成 28 年度笹原区頭郷総代 
①地域における経歴：地域との関わり方 















御柱祭には、昭和 43 年度（18 歳）にメド乗りと曳き子として参加して以来、平成 28 年度の
祭りまで欠かさずに参加してきた。「祭りは参加することに意義がある」という。昭和 49 年度
（24 歳）には、御柱に帯同してその進路方向の調整等を行う梃子方として参加し、この時もメ
― 23 ― 
ドに乗った。メドには同じ区の人ばかりが乗ってはいけないという了解があり、皆順番にメド
に乗っていたが、独占しようとする人たちもいて、祭りの最中に区同士の小競り合いなどでも
めることもあった。昭和 55 年度と 61 年度（30 歳と 36 歳）にも若手のポジションであるメド
係として参加、当時は「こんなに乗っていていいのか」という思うほどメドに乗っていること
ができた。その後、平成 4 年度（42 歳）には、メド乗りの地区同士での競争が激しくなり、2
本ある前メド一本に湖東の者が、もう一本に米沢と北山の者が乗るというルールができたこと
を覚えている。平成 10 年度（48 歳）には、曳行の梃子係として御柱の方向転換作業等の「ご
神木」に直接働きかける役割と同時に、区民をはじめとする参加者が綱をもったり曳いたりす
るのを促す役割を担った。平成 16 年度（54 歳）には、世話係として参加した。祭りの最中に
参加する区民が食事のために集まることのできる場所を準備したり、集合させたりする仕事で
あった。平成 22 年度（60 歳）には、笹原区の 3 名の氏子総代の一人となった。根フジ採りや、
綱打ちなど柱に関わる行事すべてに出席し、作業にあたってはそれに詳しい年配者たちにアド
バイスを請うなどして進めた。そして平成 28 年度（66 歳）に 3 のレベルの現場を指揮する笹








祭事の際には常に作業を一緒に行っていくことになる氏子総代 3 名は、HT 氏にとって非常に















   


































                                                     
33 上社では５月第１週に３日間かけて行われる。山出しを終えた柱を一ヶ月安置した御柱屋敷から諏訪大
社前宮と本宮までの 2.4 キロの距離を華やかに柱を曳行し、それぞれの境内に御柱を建てる。 
 
  
 写真 11：翻る桃太郎旗（山出しの風景） 写真 12：翻る桃太郎旗（木落しの風景） 
― 26 ― 
くの区民ができるだけ気軽に参加できる環境を整えた。バスは大型経験のある人に運転を頼ん
で安全性を確保した。 















    
写真 13：仮見立てされたご神木（のちの御柱） 写真 14：建御柱で御柱に組みつく氏子たち 






取りや指示を自らの仕事としていたことである。確かに HT 氏は、2 のレベルであるブロック
本部の代表頭郷総代であり、統合と運営にも関わっているのであるが、その役割は本部で決定
したことを、3 のレベルである地区・区の係の者や氏子たちに実行としての作業の実現を促す























































際、平成 22 年度からの変化にも着目する35。 
中洲・湖南ブロックは諏訪大社本宮のある平野部、いわゆる「里」に位置し、八ヶ岳山麓の
米沢・湖東・北山ブロックとは地域の発展経緯も大きく異なる。世帯数は、米沢・湖東・北山










                                                     
34 湖南中洲合同祭典委員会『平成二十二庚寅年 諏訪大社御柱祭 会議記録』（2010 年 8 月）湖南中洲合同
祭典委員会『平成二十八丙申年 諏訪大社御柱祭 会議記録』（2016 年 8 月）。 
35 平成 22 年度は湖南、平成 28 年度は中洲が当番地区のため、正確には、平成 22 年度は湖南・中洲合同祭
典委員会、平成 28 年度は中洲・湖南合同祭典委員会と呼ばれるが、本稿では平成 28 年度に合わせ、中洲・
湖南と表記を統一する。 
36 内訳は、米沢 1,070 世帯、湖東 993 世帯、北山 1,766 世帯である。 





























                                                     

















































ブロック祭典委員長には、中洲・湖南の大総代が 1 名づつ、計 2 名が選出されており、救護（中




































   





                                                     
40 先綱とは曳行の先頭を行く綱のことである。曳き子が多いブロックほど、綱の本数も多くなり、四番綱
や五番綱が先綱になるところもある。 


























































































































資料の内容にもとづいて執筆を行ったものである。今回は特に、執筆にあたって KT 氏、SM 氏、
HT 氏への重ねての聞き取り調査を行い、情報を提供していただいた。今後、さらにこれまでの
聞き取り内容を整理しつつ、祭礼についての考察を重ねて行く予定であるが、まずはなにより、
私たちを快く受け入れて下さり、様々なお話を率直に語って下さった多くの御柱祭関係者のす
べての方々に、この場を借りて深く御礼申し上げたいと思う。本当にありがとうございました。 
